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プログラム

参加方法

13：00～16：30

趣旨・目的

ご参加希望の方はQRコード
の申込みフォーム
または、E-mailにて申し込み
をお願いいたします。
E-mailの方は、本文に
氏名・所属・連絡先
をご記入ください。

お問い合せ
高 崎 商 科 大 学
地域連携センター

群馬県高崎市根小屋町741

日 時

定員 名80

☎ 027-347-3350
✉ cpcjim@uv.tuc.ac.jp

第Ⅰ部 基調講演

第Ⅱ部 学生の活動発表

第Ⅲ部 パネルディスカッション

高崎健康福祉大学ボランティア・市民活動支援センター学生スタッフ/高崎商科大学地域連携センター学生スタッフ

学生の主体性、自律的な活動について パネリスト 高崎経済大学/高崎健康福祉大学/高崎商科大学

福知山公立大学地域経営学部准教授／北近畿地域連携機構市民学習部長 杉岡秀紀氏

(土)
本学では、これまでCOC採択以降、上信電鉄沿線市町村と

連携し、観光まちづくりとそれを推進する人づくりにつながる
教育・研究・社会貢献活動に取り組んできました。近年の新
型コロナウイルスの感染拡大に伴い、地域連携活動のかた
ちも変化が求められ、本学でも試行錯誤の中で活動を続け
てきました。

そのような中、各地ではさまざまに地域連携の取り組みが展
開しており、また本学においても、大学の枠を超えた学生グ
ループによる地域活動や、学生自らが地域の課題を見つけ、
自主的に活動する事例も出てきています。地域における
リーダーや人材を育むため、大学における地域連携セクショ
ンや教職員は何をすべきか、内外の事例から新たな地域連
携＝「シン・ノーマル」な地域連携のあり方を考えることを目
的とします。

会場 高崎商科大学
4号館ｓｋｙ433教室

地域連携活動を通じた学生のエンパワーメント
―地域連携の「シン・ノーマル」―

申込みフォーム



高 崎 商 科 大 学
地域創造フォーラム

2022

プログラム（敬省略）

新型コロナウイルスの感染拡大状況を踏まえ
オンラインによる開催に変更となる可能性が
ございます。変更の際は申し込みいただいた
メールアドレスにご連絡いたします。
あらかじめご了承ください。

13：00 開 会
主催者挨拶

13：05 第 Ⅰ 部

福知山公立大学地域経営学部准教授
北近畿地域連携機構市民学習部長 杉岡秀紀氏

☎ 027-347-3350

高 崎 商 科 大 学
地域連携センター

群馬県高崎市根小屋町741

お問い合せ

✉ cpcjim@uv.tuc.ac.jp

基調講演 大学と地域による連携のミライ 〜ニューノーマルからシン・ノーマルへ〜

14：15 第 Ⅱ 部
高崎健康福祉大学ボランティア・市民活動支援センター学生スタッフ
/高崎商科大学地連連携センター学生スタッフによる合同ボランティア企画
の実施について

学生発表

休 憩

14：50 第 Ⅲ 部
パネリスト 高崎経済大学名誉教授 大宮登

高崎健康福祉大学健康福祉学部社会福祉学科 教授

/ボランティア・市民活動支援センター センター長 金井敏

高崎商科大学商学部会計学科 教授

/地域連携センター センター長 前田拓生

コメンテーター 福知山公立大学地域経営学部准教授

北近畿地域連携機構市民学習部長 杉岡秀紀

コーディネーター高崎商科大学商学部経営学科 准教授

/地域連携センター チーフ地域コーディネーター 松元一明

パネルディスカッション

休 憩

16：30 閉 会

地域連携活動を通じた学生のエンパワーメント
―地域連携の「シン・ノーマル」―
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